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平成２６年１０月２０日H２６妙高西条農園たより NO.７

今年は大型台風の当たり年でしょうか１８号につづいて１９号が日本列島を縦断して行きましたが、皆様
のところでは被害等はなかったでしょうか。当方でも大雨が降りましたが外回りの農作業が秋耕耘を一部残
して一通り終了していたためほっとしています。９月下旬の天候不順で遅れていましたハサかけ作業も今月
初めに全て終わり良質なハサかけ米ができたことに満足しています。

太陽の光と秋風により自然乾燥ハサかけ米が今年も美味しく仕上がりました

乾燥した稲束をハサから外し脱穀作業 ハサかけしたら乾燥％を毎日チェック
自然乾燥ハサかけ米は、何分にも人手がかかるため、数量に限りがありますのでご容赦ください。
収穫の終わった圃場に早くも来年の米作りの準備作業が始まっています。トラクターで有機肥料の米糠と

鶏糞をすき込み、その後すぐに秋耕耘を行います。この作業を行うことでコンバインで刈取り圃場に播いて
ある稲藁を早く腐らせ土作りの効果が促進されます。
ダンプイッパイの発酵鶏糞と米糠 トラクターでのすき込み トラクターでの秋耕耘

、 、籾殻燻炭焼きの状況 ミネラル米コシヒカリを更に美味しくするため 今年収穫された籾を
籾摺機で玄米にする際できる籾殻全量を燻炭焼当農園産のザクロ

、 、きをし できた を来年春の耕耘前に「籾殻燻炭」
ミネラル土壌改良材「マインマグ 」と共に圃C
場にすき込むことにしています。
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